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調べる：極限状態で現れる性質

同じ物質でも、温度や圧力など、環境を変えると性質が大きく変わることがあります。
　

未知なる物性の発見や、その仕組みの解明のために、世界一の強磁場、超低温や超高圧な
どの極限環境を作りだす施設があり、そのための技術開発も行なっています。
　

さらに、これら極限環境を組み合わせた多重極限実験をフレキシブルに行えるのが物性研の
特色です。

1Pa

10μ~300K 
0~15 T

1 nm

走査トンネル顕微鏡（STM） 
物質最表面に並ぶ原子の姿を
捉えます。最表面を保つための
真空、熱振動や、熱膨張による
位置ずれを抑えるための温度
制御が必要になります。
（上画像：長谷川研究室）
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